














及び主観的幸福感としてPhiladelphia Geriatric Center Morale Scale（以下 
PGC）を調査し、結果はMann-WhitneyのU検定，χ2乗検定を用いて統計処理を実
施した。 




























 対象は、愛知県内の中核都市(高齢化率 14.0%、人口密度 3319.8 人/㎢)に在住する高齢
者(以下、中核群)11名(男:女=5:6、平均年齢 81.3±7.4歳)及び、地方都市(高齢化率 20.0%、



















自立度等と PGC 総得点の差は両群ともに認めなかった。 
 表１ 家族構成                       人（%） 
構成 中核群(n=11) 地方群(n=25) 統計 
独居 ０(0.0) ６(24.0) * 
高齢夫婦 ３(27.3) ３(12.0) n.s 
二世帯以上 ８(72.7) 12(48.0) n.s 
その他 ０(0.0) ４(16.0) n.s 
 
 
表２ PGC 項目別回答の比較                               人（%） 
中核群(n=11) 地方群(n=25) 
質問項目 
はい いいえ はい いいえ
検定
1 人生は年をとるにしたがって悪くなりますか ９(81.8) ２(18.2) 15(60.0) 10(40.0) n.s.
2 去年と同じように元気ですか ７(63.6) ４(36.4) 17(68.0) ８(32.0) n.s.
3 さびしいと感じることがありますか ６(54.5) ５(45.5) ８(32.0) 17(68.0) n.s.
4 小さなことを気にするようになりましたか ４(36.3) ７(63.6) 12(48.0) 13(52.0) n.s.
5 家族・親戚との行き来に満足していますか ９(81.8) ２(18.2) 19(76.0) ６(24.0) n.s.
6 年をとって役にたたなくなったと思いますか ８(72.7) ３(27.3) 21(84.0) ４(16.0) n.s.




４(36.4) ７(63.6) ７(28.0) 18(72.0)
n.s.
9 生きていても仕方がないと思うことがありますか ４(36.4) ７(63.6) 11(44.0) 14(56.0) n.s.
10 若いときと同じように幸福ですか ８(72.7) ３(27.3) 19(76.0) ６(24.0) n.s.
11 悲しいことがたくさんありますか ４(36.3) ７(63.6) ６(24.0) 19(76.0) n.s.
12 心配なことがたくさんありますか ５(45.5) ６(54.5) ３(12.0) 22(88.0) * 
13 前よりも腹をたてる回数が多くなりましたか ３(27.3) ８(72.7) ５(20.0) 20(80.0) n.s.
14 生きることはきびしいですか ８(72.7) ３(27.3) 19(76.0) ６(24.0) n.s.
15 今の生活に満足していますか ８(72.7) ３(27.3) 18(72.0) ７(28.0) n.s.
16 物事をいつも深刻に考えますか ４(36.4) ７(63.6) ７(63.0) 16(64.0) n.s.
17 心配ごとがあるとおろおろしますか ２(18.2) ９(81.8) ８(32.0) 17(68.0) n.s.







 表３ 外出状況                     人（%） 
中核群(n=11) 地方群(n=25) 外出 
目的 有 無 有 無 
検定
受診 10(90.9) １ (9.1) 22 (88.0) ３(12.0) n.s.
散歩 ７(63.6) ４(36.4) ９(6.0) 16 (64.0) n.s.
農作業 ０(0.0) 11(100.0) ６(24.0) 19 (76.0) ** 
買い物 ６(54.5) ５(45.5) 12 (48.0) 13 (52.0) n.s.
老人会 ０(0.0) 11(100.0) ４(16.0) 21 (84.0) ** 
知人宅 ０ (0.0) 11(100.0) ５(20.0) 20 (80.0) ** 
外食 ８(72.7) ３ (27.3) 11 (44.0) 14 (56.0) * 
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